
（様式１）
　　　年　　月　　日
国土交通大臣　殿

申請者　住所　　　　　　　　　　　　　　　　
氏名又は名称　　　　　　　　　　　　

後付け車輪脱落予兆検知装置選定申請

後付け車輪脱落予兆検知装置の選定を受けたく、「先進安全自動車（ＡＳＶ）の導入に対する支援における補助対象装置に関する選定要領」の記載事項に同意の上、下記の通り、関係書類を添えて申請します。
記
１．申請者について
	申請者の
氏名又は名称
	（フリガナ）

	
	

	住所
	〒


	
連絡先
	担当者名

	
	所属・役職

	
	電話番号
	FAX

	
	メールアドレス


注　会社概要パンフレットを添付すること。

２．申請装置について
	申請装置の名称
	

	装置の製作者名
※申請者と異なる場合に記載
	

	型式
	

	提供開始日
	　　年　　月　　日

	添付書類
（○をつける）
	（　　　）１．申請書
（　　　）２．申請装置の概要
（　　　）３．申請装置の導入費用及び提供実績
（　　　）４．自己チェック表
（　　　）５．根拠資料
（　　　）６．申請装置のパンフレット
（　　　）７．その他
	（様式１）※本紙
（様式２）
（様式３）
（様式４）
（様式自由）
（様式自由）
（必要時のみ）




（様式２）
申請装置の概要
	装置の名称
	

	型式
	

	装置の概要が掲載された
ホームページのＵＲＬ又は書面
	



	１．装置の概要（装置の構成・使用方法等）

	























注　１．装置の構成については、装置本体及び装置を設置・運用するために必要な周辺機器とその周辺機器の補助対象の該当性を記載すること。なお、対象車両（車両形状や車軸数等）により構成が異なる場合には、それぞれの対象車両ごとに記載すること。
２．本様式で記入し難い場合は、様式自由にて別添とすること。
３．装置の取付説明書や取扱説明書、カタログがある場合添付してもよい。
４．ホームページのURL は、国土交通省のホームページに掲載してもよいものを記載すること。
５．当該装置を使用するにあたっては、道路運送車両法のほか各種法令に違反するものでないこと。

（様式３）
申請装置の提供実績

	装置の名称
	



	提供実績



	提供開始時期
	
	件数
	


注 ．本様式で記入し難い場合は、様式自由にて別添とすること。



（様式４）
選定基準に係る自己チェック表
	後付け車輪脱落予兆検知装置

	事　項
	適否
	詳細
	根拠資料

	２.（１）装置は、少なくとも自動車の走行中（30km/h以上）において作動するものであること。
	
	
	

	２.（２）装置は、運転者による当該装置の作動・非作動を選択できる手段を有してもよい。その場合、装置は、新しいイグニッションサイクルの開始の都度、自動的に作動状態へ復帰するものであること。
	
	
	

	３.（１）装置は、車輪脱落の予兆として、車輪に取り付けられたホイール・ナットに緩みがあった際、車輪の脱落に至らぬよう余裕を持たせて当該緩みを検知するものであること。
	
	
	

	３.（２）装置は、自動車の後輪又は全ての車輪において車輪脱落の予兆を検知するものであること。
	
	
	

	３.（３）情報提供は、警報以外の情報を視覚的又は聴覚的に運転者に報知し、運転者が運転者席から昼夜問わず容易に確認できるものであること。
	
	
	

	３.（４）警報は、車輪脱落の予兆を検知した際に視覚的及び聴覚的に運転者に報知し、運転者が運転者席から昼夜問わず容易に確認できるものであること。

	
	
	

	３.（５）警報のみを非作動とする手段を有する装置においては、警報のみを非作動とした後に車輪脱落の予兆が検知された場合は、少なくとも視覚的又は聴覚的いずれかの警報が自動的に作動するものであること。
	
	
	

	３.（６）装置は、誤った情報提供及び警報を最小限に抑えなければならない。
	
	
	

	３.（７）装置は、通常使用が想定される状況下において、耐熱性、耐水性、耐衝撃性などの十分な耐久性を有するものであること。
	
	
	

	３.（８）装置は、品質が保証され、保証期間が定められているものであること。
	
	
	

	４. 装置は、次に掲げる事項を運転者席に表示するものであること。
(1) 装置の作動・非作動
(2) 装置の故障状態
	
	
	

	５. 次に掲げる場合には、運転者がただちに必要な操作が行えるよう視覚的又は聴覚的に運転者に告知するものであること。
(1) 装置が故障により作動しない場合
(2) 装置の作動中、運転者の意思によらず装置が非作動状態となった場合
	
	
	

	６. 装置は、脱着が容易なものであること（通常使用過程において脱着を予定していない場合を除く。）。
	
	
	

	７. 以下について、取扱説明書、コーションラベル等により使用者に対し適切に周知されること。特に(4)については、使用者が確実に熟知するよう配慮すること。
(1) 装置が作動する場合及び作動しない場合
(2) 装置の発する音、表示及びその意味
(3) 警報報知時の取り扱い
(4) 装置の機能限界
(5) その他使用上の注意
	
	
	






（様式５）

　　　年　　　月　　　日

　　　　　　　　　　　　　　　殿
国土交通大臣　　　　　　　　　


選定結果通知書



貴殿から　　　年 　　月 　　日付で申請のあった後付け車輪脱落予兆検知装置について、審査した結果、下記の通りとしたので通知します。



記


１．　装置名称：

２．　型式：

３．　選定結果：　　　　　　適　　／　　否

４．　特記事項：

以上



（様式６）
　　　年　　　月　　　日

仕様変更申請書

国土交通大臣　殿

住所　　　　　　　　　　　　　　
氏名又は名称　　　　　　　　　　


選定された後付け車輪脱落予兆検知装置の仕様変更について、下記の通り申請します。

記
	装置名称
	

	型式
	

	
仕様変更の
内容及び理由
	




	
仕様変更の時期
	



	
性能等への影響
の有無
	




	
連絡先
	担当者名

	
	所属・役職

	
	電話番号
	FAX

	
	メールアドレス


注 本様式で記入し難い場合は、様式自由にて別添とすること。


（様式７）

　　　年　　　月　　　日

　　　　　　　　　　　　　　　殿
国土交通大臣　　　　　　　　　


仕様変更に対する通知書



貴殿から　　　年 　　月 　　日付で申請のあった仕様変更について、審査した結果、下記の通り通知します。



記


１．　装置名称：

２．　型式：

３．　選定結果：　　　　　　適　　／　　否

４．　特記事項：

以上



（様式８）
　　　年　　　月　　　日

仕様変更届出書

国土交通大臣　殿

住所　　　　　　　　　　　　　　
氏名又は名称　　　　　　　　　　


選定された後付け車輪脱落予兆検知装置の仕様変更について、下記の通り届出します。

記
	装置名称
	

	型式
	

	
仕様変更の
内容及び理由
	




	
仕様変更の時期
	



	
連絡先
	担当者名

	
	所属・役職

	
	電話番号
	FAX

	
	メールアドレス


注 本様式で記入し難い場合は、様式自由にて別添とすること。



（様式９）
　　　年　　　月　　　日

選定廃止届出書

国土交通大臣　殿

住所　　　　　　　　　　　　　　
氏名又は名称　　　　　　　　　　


選定された後付け車輪脱落予兆検知装置の選定廃止について、下記の通り届出します。

記
	装置名称
	

	型式
	

	
廃止時期
	



	
廃止理由
	



	
連絡先
	担当者名

	
	所属・役職

	
	電話番号
	FAX

	
	メールアドレス


注 本様式で記入し難い場合は、様式自由にて別添とすること。
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